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目標達成計画書 作 成 日：　平成　３０　年　４　月　５　日

優先
順位

自己
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4 運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議が家族会を兼ねて開催している
ため、家族の参加が多いが、更に、外部の委員
の増員を図ると共に、会議が今以上の充実した
内容になるように議題や内容を検討し、参加し
たくなる運営推進会議を目指していく。

参加委員として、地域で活動している有識者、知
見者、複数の民生委員、薬剤師、他グループ
ホーム管理者等に参加要請し、意見や要望、地
域の問題等を話し合い、解決に向けて取り組
み、ホームの繁栄だけではなく、地域貢献にも
取り組んて行く。

１２ヶ月

2 15 　　職員を育てる取り組み

ベテラン職員が頑張っているが、これからのグ
ループホームの在り方を検討し、2025年に向け
て、職員の介護技術の向上と意識の高揚を図っ
ていく。

職員の経験や習熟度に合わせて、外部の研修
会に交代で参加を促し、知識や介護力、情報を
習得し、職員の質の向上と意識の高揚に取り組
み、意欲的に働ける就労環境を目指していく。

１２ヶ月

3 51 　　日常的な外出の支援

職員不足の中、日常的な外出が難しいため、職
員の勤務体制や職員のやる気を引き出し、利用
者の希望に添える外出の支援に取り組んでい
く。

利用者が日常的に外出できるように、ボランティ
アや家族に協力をお願いし、近隣の散歩や
ショッピングモールに出かけたり、利用者の希望
を聴きながら外出レクを企画し、生きがいに繋が
る外出の支援に取り組んでいく。

１２ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会


